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会議録 

会議の名称 第５回子ども子育て審議会計画専門部会 

開催日時 令和６年10月７日（月曜日）午前９時30分から11時45分まで 

開催場所 田無第二庁舎４階会議室 

出 席 者 委員：小野部会長、井上委員、小林委員、齋藤委員、菅野委員、中村委

員、武田委員、篠原委員、平野委員 

事務局：遠藤子育て支援部長、菱川子育て支援課長、齋藤幼児教育・保育

課長、中村幼児教育・保育課主幹、笹本幼児教育・保育課主幹、河野児童

青少年課長、宮崎子ども家庭支援センター長、栗林子育て支援課長補佐、

倉本子育て支援課副主幹、岡田子ども家庭支援センター長補佐、本谷子育

て支援課調整係長、越川子育て支援課調整係主任、須藤子育て支援課調整

係主事 

議 題 １ 議題 

（1）次期計画について 

①第４章 重点的な取組について 

②第５章 基本的施策の展開について 

③第６章 子ども・子育て支援事業計画について 

④第７章 計画の推進体制について 

⑤計画の名称について 

（2）次期計画（子ども版）について 

２ その他 

会議資料の

名 称 

資料１（仮称）「第３期子育ち・子育てワイワイプラン」に係る具体的な

施策・ 事業 新旧対照表 

資料２-１ 教育・保育 量の確保の内容について（子ども・子育て支援事

業計画） 

資料２-２ 地域子ども・子育て支援事業の確保の内容について.（子ど

も・子育て支 援事業計画） 

記 録 方 法 □全文記録 ■発言者の発言内容ごとの要点記録 □会議内容の要点記録 

会 議 内 容 

１ 審議 

（１）次期計画について 

◯小野部会長 

本日は、次期計画の各章と子ども版について、順に審議していきたいと思う。また、本日

の審議内容については、次回の子ども子育て審議会に報告することとなっている。 

全てに共通した連絡になるが、審議時間に限りがあるので、会議後に気になった点などは

明日までに事務局にご連絡を願う。また、会議後のご意見や審議会への報告資料の確認につ

いては、部会長に一任いただきたいと思う。 

それでは、事務局から説明を願う。 

 

①第４章 重点的な取組について 

○事務局 

重点的な取組について、基本方針の施策・事業の中から当てはまるものを記載している。
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また、重点的な取組に合わせて、成果指標を設定している。 

基本方針１「子ども・若者の主体的な参加ですすめる」の重点的な取組は、参加する権利

をはじめとする権利を周知して主体的な行動を促すことと、意見表明の機会や参画できる機

会を充実させる目的から、重点的な取組として３つ、子ども相談室の運営、子ども・若者の

意見表明の機会の充実、子ども参画による事業運営の推進を設定した。 

成果指標としては、子ども条例の認知度と意見表明の機会を候補とした。 

基本方針２「おとなになることを支える」の重点的な取組は、おとなへの移行の時期の悩

みごと等が相談しやすい体制を整えることと、子ども・若者が地域や社会と関わる機会を充

実させることが重要だと考え、相談しやすい体制の充実とまちづくり活動の充実を設定し

た。  

成果指標としては、ほっとルームの認知度とまちづくり活動の参加割合を候補とした。 

基本方針３「子育て家庭の支え合い」の重点的な取組は、子育て家庭の孤立を防ぐととも

に、必要な情報が行き届く環境を整えることが重要だと考え、子育てひろば事業の充実、子

育て支援・相談に関する情報提供の充実を設定した。  

成果指標については、地域子育て支援拠点事業の年間利用人数と子育て応援アプリいこい

この利用率を設定している。 

基本方針４「市民参加型の子どもの育ちと子育て家庭支援」の重点的な取組は、ライフス

テージに合わせた切れ目のない支援や、家庭の状況に合わせた伴走型の相談体制が重要であ

ると考え、妊娠期から子育て期にわたる総合的相談・支援の実施とした。 

 

○小野部会長 

何かご意見等はあるか。 

 

○平野委員 

 基本方針１に子ども相談室の運営があり、基本方針２では相談体制の整備があるので、内

容が重なる部分があると思う。子ども・若者の相談しやすい体制は、具体的に何を指してい

るのか。 

 

○事務局 

 基本方針１は子どもの人権の保障の視点の取組で、基本方針２は子どもの相談体制の視点

の取組としている。 

 

〇小野部会長 

 基本方針１の主体的な参加に関しては、認知されないと参加が難しいと思う。 

 

〇井上委員 

 基本方針１の子ども相談室の運営と、基本方針２の子ども・若者自身が相談しやすい体制

の充実の内容は、違うところもあるが、運営も体制の充実に当てはまるのではないか。 

 

〇平野委員 

 子ども相談室の運営に、ほっとルームも含まれるのか。 

 

〇事務局 

 子ども相談室ほっとルームのことを指す。 
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〇小野部会長 

 体制の充実が目指す目的なのではないと思うので、相談室の運営を体制の充実に入れても

良いのではないか。 

 

〇事務局 

 基本方針に合った内容に文言を整理する。 

 

〇小野部会長 

 若者のまちづくり活動の参加割合の目標値に関して、若者調査では、市の制度や取組が広

報されていないという意見が挙がっていた。市は、どの程度の若者のまちづくり活動を考え

ているのか、またどのような広報活動を考えているのか。 

 

〇事務局 

若者参画については、今後の組織体制もあるが、市としては、若者の意見を聞きつつ、ま

ちづくりを進めていくという方向性を持っている。広報については、今後検討していく。 

 

〇小野部会長 

 「子育て」や「子ども」がついていた自治体の課の名称に、「若者」を入れる傾向もあ

り、「子育て支援課」から「若者」が入った名称に変更するのも広報の一つになると思う。 

現在、西東京市内では若者がまちづくりに参加できる場が少ないと思うが、場を作らない

と変わらないと思う。 

 

〇齋藤委員 

 コロナ禍の時に西東京市に引っ越して来たので、地域のイベントに参加することが少なか

った。成果指標の現状値はコロナ禍を経た数値だと思うので、これからイベントが多くなる

ことを踏まえて目標値を設定できれば良いと思う。 

 

〇小林委員 

 地域のイベントはコロナ前とそれほど変わりはない印象がある。 

山形県で子ども議会を開催しているように、市が企画するだけでなく、子ども自身が参加

したい活動を決める子どもの自治の取組も考えていければと思う。 

 

〇小野部会長 

 西東京市の子ども会議でも、もっと自分たちが関わりたいという意見が多数出たので、具

体的に関われる場を検討していただきたい。コロナ前では大学生たちが集えるグループがあ

ったと聞いている。 

 

〇篠原委員 

 武蔵野大学でグループを立ち上げ、現在も活動している。市の企画提案事業などの予算を

取って活動していると思う。 

 若者調査の結果に、まちづくり活動に参加したいがきっかけが分からないという声が挙が

っていたことも考慮して計画に反映できたら良いと思う。 

子ども会議では障害のあるお子さんもいたので、障害のある人との関わりについても入れ

た方が良いと思う。 
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〇小野部会長 

若者だけではなく、子どもと若者のまちづくりに参画する割合を成果指標にしても良いと

思う。 

また、基本方針３に関して、アプリの「いこいこ」の利用も重要だが、調査ではＬＩＮＥ

に関する意見が多かった。市の公式ＬＩＮＥで情報発信はされているが、子育て世代に情報

が届いていない状況もあるようである。 

 

〇齋藤委員 

アプリや市の公式ＬＩＮＥは見ていない。ママ友とＬＩＮＥグループを作って、情報を共

有しているが、市としてＬＩＮＥのオープンチャットのようなものができると良いと思う。 

 

〇事務局 

ＬＩＮＥに関しては、現在、担当課と検討を進めている。 

 

〇小野部会長 

それでは、「いこいこ」の利用率を上げるためにはどうしたら良いと思うか。 

 

〇齋藤委員 

 赤ちゃん向けのイベントや情報がまとまっていたり、掲示板のような機能があると利用率

が上がると思うが、やはりＬＩＮＥの方が普段開いているので、使いやすい。 

 

〇中村委員 

 「いこいこ」は、基本情報を入れる項目が多く登録が少し面倒なので利用していない。保

育園のママ友のＬＩＮＥグループがあり、地域が近い情報が共有できるので良い。 

 

〇菅野委員 

 新生児健診の際に、アプリを周知することはできないのか。 

 

〇事務局 

 母子手帳の交付や健診時にアプリを案内しており、予防接種や定期検診の情報も発信して

いる。 

 

〇井上委員 

 スマホにいろいろなアプリを入れたくない人もいると思う。 

 

〇中村委員 

 母子手帳とリンクしていると便利かもしれない。 

 

〇小野部会長 

 利用率を上げるには、魅力的なアプリにできるよう工夫できればと思う。他自治体の状況

やオープンチャットが可能かなどを調べて検討していただけると良いと思う。 

 

〇事務局 

 「いこいこ」は健康課が所管しており、他の計画との兼ね合いもある。 
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〇平野委員 

 基本方針４の成果指標について、何か検討しているか。 

 

〇事務局 

 基本方針４は、切れ目のない支援に関する成果指標を庁内で調整している。 

 

〇井上委員 

相談からフォローアップまでを行う事業の展開に関連して、相談件数やつなぐ件数を指標

にしても良いと思う。 

 

〇事務局 

相談受付件数は、虐待に関する割合がほとんどである。関係機関から相談を受けることや

子ども家庭支援センターで継続するケースもあれば、専門領域につなぐケースもある。 

 

②第５章 基本的施策の展開について 

〇事務局 

 基本方針に基づく施策の方向性に関連する調査結果は、子育て支援ニーズ調査、子どもの

生活実態調査、若者調査、子ども会議の結果から引用している。 

調査結果に基づく取組の方向性と、具体的な施策・事業を掲載している。 

 

〇小野部会長 

何かご意見等はあるか。 

 

〇小林委員 

 施策の方向性３－１育児・子育て相談事業の充実に関して、保育園から小学校に進学する

際の相談窓口も含まれるのか。 

 

〇事務局 

 進学に関する相談は教育委員会で相談体制を取っている。保育要録や就学支援シートを活

用するなど、関係機関で調整している。 

保護者からの相談は、就学相談を窓口で受け入れている。教育計画に掲載している。 

 

〇小野部会長 

 取組がワイワイプランには掲載されていないのであれば、記載した方が良いと思う。 

 

〇平野委員 

 施策の方向性２-１のスキップ教室に関連して、ニコモルームとニコモテラスの記載がな

い。セーフティーネットとして重要だと思うので、今後廃止されるのではないかと少し心配

になった。 

 

〇事務局 

 事業内容を修正する。 

 

〇井上委員 

 施策の方向性４-２小児医療体制について、現行計画の「産科のある医療機関とのネット
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ワークの充実」に関する内容が省略されている点が気になった。 

 

〇事務局 

 現行計画の施策・事業を整理しているので、担当課と調整する。 

 

〇篠原委員 

 総合計画では「中学校を核としたまちづくり」という内容があったが、ワイワイプランに

も記載されているのか。また、既存の場所の活用のみならず、空き家の活用など新しい発想

の取組も考えられるのではないかと思う。 

 

〇事務局 

 施策の方向性１-２-１居場所づくりの学校等の活用に含まれるので、内容の記述を修正す

る。空き家の活用等については、子ども若者の居場所の充実・推進の中で検討したい。 

 

〇平野委員 

 障害児に関する内容に、インクルーシブ教育の推進に関する記述がないのが気になった。

一般の方はノーマライゼーションという言葉に聞き慣れていないと思う。インクルーシブと

いう言葉を入れた方が良いと思う。 

 

〇事務局 

 施策・事業と内容を修正する。 

 

③第６章 子ども・子育て支援事業計画について 
〇事務局 

 資料２-１、２-２に沿って説明 

 

〇平野委員 

 放課後児童健全育成事業について、タイムシェアに関する説明があると良いと思う。 

 

〇事務局 

 タイムシェアは、用語解説に入れることを予定している。 

 

〇小野部会長 

 本文のページに入れた方が分かりやすいと思う。 

 

〇事務局 

 修正する。 

 

〇井上委員 

 産後ケア事業に関する内容は、計画本編のどのあたりに入る予定なのか。 

 

〇事務局 

 新しい事業は、最後に追加する予定である。国の策定方針の発出を待っている状況であ

る。 
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〇井上委員 

 現在、市では産後ケア事業を行っているのだが、その内容は載せられないのか。 

 

〇事務局 

 国の方向性に合わせて策定する予定である。 

 

〇武田委員 

 病児・病後児保育事業に関して、保育所に看護師を配置する予定なのか。 

 

〇事務局 

 補助金制度があるので、補助金を出した中で配置できるのであれば配置していただくよう

にしたい。 

 

〇中村委員 

 地域子ども・子育て支援事業の中で障害児が受けられる事業がどれか。 

 

〇事務局 

 地域子ども・子育て支援事業は、国が定めた事業であり、障害児だけを対象とした事業は

設けられていないが、どの事業も障害児は含まれている。障害児を対象とした事業は、第５

章の障害のある子どもを育てる家庭の支援や障害児福祉計画に書かれている。 

 

〇井上委員 

 他の計画に書かれていると、第６章に書けないのか。 

 

〇平野委員 

 障害児に関する内容も記載した方が良いと思った。 

 

〇事務局 

 子ども・子育て支援事業計画は、国の法律に基づいて策定の義務がある事業計画なので、

その事業計画の中で市としての計画を立てることになる。 

 

〇小野部会長 

市民としては、やはり障害児に対する施策を知りたいということだと思う。 

 

〇事務局 

 障害児に対する施策は、第５章の基本的施策の展開の内容になる。障害児だけではなく、

不登校や多様な文化的背景を持つ子どももいるので、第６章の子ども・子育て支援事業計画

は、全ての子どもに対する事業の確保という内容で見ていただきたい。 

 

〇平野委員 

第５章の障害のある子どもを育てる家庭の支援のところに、障害児福祉計画の方を見てい

ただくような案内などはできないのか。 

 

〇事務局 

 主要計画体系図を資料編に載せているが、障害児福祉計画などワイワイプランと連携が深
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い計画を計画策定の背景に掲載する。 

 

〇小野部会長 

 基本理念２の「すべての子ども・若者」に障害に関することがないので、文言修正を検討

いただきたいと思う。 

 

〇武田委員 

 「すべての子ども」が具体的にどういう子どもを指しているのかを追加しても良いと思

う。 

 

〇事務局 

 検討して修正する。 

 

〇齋藤委員 

 第６章について、初めて計画を読む方にとっては、国の施策なのか、西東京市が行う施策

なのかが分かりづらいと思った。章の始まりに、国なのか西東京市が行っている内容なのか

を一言追加しても良いと思った。 

 

〇小野部会長 

 各章の最初の説明文について検討いただきたい。 

 

④第７章 計画の推進体制について 

〇事務局 

推進体制、進行管理については、庁内各部署で連携協力し、全庁が一体となって進め、市

民や団体等との連携も強化することとしている。検証については、庁内の子ども施策推進本

部、子ども子育て審議会において、重点的な取組の目標達成状況を中心に、毎年行う予定で

ある。 

また、子ども・若者の権利を踏まえた計画の検証・推進を新たに実施する。審議会の専門

部会において、検証、審議を行い、市はその提言を踏まえて施策の推進や改善を図る予定で

ある。さらに、子ども・若者に関する施策の推進にあたっては、アンケート、ヒアリング、

意見交換会等で子ども・若者から意見を聞き、提案された内容を施策に反映できるように取

り組む。 

 

〇小野部会長 

何かご意見やご質問などはあるか。 

 

〇平野委員 

 子ども・若者の権利を踏まえた計画の検証・推進は、他の項目とレイヤーが違うような気

がする。ワイワイプランの推進や検証にも、子どもや若者が参加するという認識で良いのか

確認したい。 

 

〇事務局 

子ども・若者の権利を踏まえた計画の検証、推進を大事にすることを分かりやすくするた

めに、子ども・若者の関わり方を記載している。 
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〇小野部会長 

 重要なことがあっさり記載されていてもったいないと感じる。ＰＤＣＡサイクルを図で示

したり、子ども・若者がどのようにかかわるのかを示していただきたい。 

 

〇事務局 

 検討し修正する。 

 

⑤計画の名称について 

〇小野部会長 

計画の名称について、８月の審議会では、引き続き計画専門部会において取組内容などを

審議する中で、名称についても併せて審議するように指示があった。 

前回の計画専門部会では「子ども・若者ワイワイプラン」が多数であった。本日、第４章

重点的な取組や第５章基本的な施策を議論してみて、同じく「子ども・若者ワイワイプラ

ン」で問題ないと思うがいかがか。 

 

○委員 

異議なし 

 

○小野部会長 

それでは、名称は「子ども・若者ワイワイプラン」を計画専門部会での結論とする。 

 

（２）次期計画（子ども版）について 

〇小野部会長 

 事務局から説明を願う。 

 

〇事務局 

 子ども版は、主に中学生を対象とすることを想定している。 

１ページでワイワイプランとは何かと、子どもの権利に関するコラムを記載する。２ペー

ジでワイワイプランの対象者と子どもの育ちを支える人たちと、コラムに子ども条例の説明

がある。３、４ページに基本理念と基本方針を紹介している。基本方針の主な取組には、特

に子どもにとってより身近に感じられるものを掲載している。５、６ページで、子どもに関

する西東京市の主な取組を掲載している。７、８ページでは中学校でワークとして使えるペ

ージを設定している。９ページに自由に過ごせる場所や相談できる場所を紹介している。 

 

〇小野部会長 

 何かご意見やご質問はあるか。 

 

〇小林委員 

 自由に過ごせる場所は、地図があると分かりやすいと思う。 

 

〇武田委員 

 相談できる場所は電話番号なども入れた方が良いと思う。 

 

〇平野委員 

 本文のフォントをＵＤフォントにするなど読みやすくできると良いと思う。 
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〇小野部会長 

 色が全体的にもう少し薄い色が良いと思う。 

 

〇小林委員 

 地味な色だと子どもが読まない気がするので、今の案でも良いと思う。 

 自由に過ごせる場所、相談できる場所については営業時間の記載もあると良いと思う。 

 

〇事務局 

 営業時間などの変更もあることを考え、二次元コードの掲載を含めて検討する。 

 

〇小林委員 

 子ども食堂の記載も良いと思うが、いかがなのか。 

 

〇小野部会長 

 市が運営しているわけではないので、居場所の具体的な記載ではなく、ワークの一例に記

載するのは良いと思う。 

 

〇井上委員 

 ワークは、子どもが記入した後に提出してもらうのか、家に持ち帰る想定なのか。 

 

〇事務局 

 授業での活用を想定しているので、市への提出は想定していない。 

 

〇平野委員 

 タブレットを使用している地域もあるので、タブレット上で打ち込めるような仕組みも出

来ないか。 

 

〇事務局 

 タブレットに取り込むのはＰＤＦファイルになるので、実際にはペンシルを使って書き込

むイメージになる。 

 

〇小野部会長 

 審議会委員の小中学校の先生にも意見を伺いたいと思う。 

 

〇篠原委員 

 ワークに入るまでに、クイズ形式にするなど、もっと楽しめるような内容にできないか。 

 

〇菅野委員 

 学校の先生がワイワイプランの内容をどのくらい把握して授業を進めてくれるかが大事だ

と思う。 

 

〇小野部会長 

 市の取組に関しても二次元コードで市のホームページにアクセスできるようにしても良い

と思う。 
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〇事務局 

 個別の事業を紹介するホームページのリンクを貼ると、いつの間にかホームページが削除

されることもあるので、市の固定的なページであればできると思う。 

 

〇齋藤委員 

 最後に二次元コードを掲載し、子どもからの意見を書き込めるような仕組みができない

か。また、ワークの記入した内容を画像として市に送信してもらうなどもできると良いと思

う。 

 

〇平野委員 

相談したいと思う段階になっていない子どももいると思うので、伝えたいこと、意見を伝

えられると良いと思う。 

各学校の生徒会が連携を取って、年に１、２回集計して市に届ける仕組みもできると良い

と思う。 

子ども版は学校に配って先生が行うのか、または、モデル指導案などを作成するのか。指

導案があれば先生たちも活用しやすいと思う。 

 

〇事務局 

 ふるさと探求授業でそれぞれの学校のテーマに合わせながら活用していただくことで調整

している。１年間かけて行う授業なので、子どもたちが何を探求するかというのを決めてか

ら行う授業だと伺っている。 

 

〇小野部会長 

 子ども版について審議会に報告し、次回の会議でもまた議論できればと思う。 

 

２ その他 

〇小野部会長 

 事務局から説明を願う。 

 

〇事務局 

子ども会議で発表された子どもの意見について、振り返り資料として子どもにフィードバ

ックをしたので報告する。また、このフィードバックを読んだ感想も受け付け、多くのお子

さんから満足であるといただいた。 

今後については、子ども会議の参加者に対して、ワイワイプランにどのように意見が反映

されたのかについても、計画がまとまったら、ご連絡する予定である。  

 

〇小野部会長 

 次回の会議について、事務局から説明を願う。 

 

〇事務局 

 次回は、子ども子育て審議会が 10月 18日（金）にあり、計画専門部会は 10月 29日

（火）を予定している。 

 

◯小野部会長 
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それでは、第５回子ども子育て審議会計画専門部会を閉会する。 

 

閉会 

 

 


